
④
金
沢
木
材
港
の
マ
リ
ー
ナ
計
画

風
間
亮

一

は
じ
め
に

　
港
と
横
浜
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
今

か
ら
一
二
九
年
前
の
安
政
六
年
、
横
浜
港
は
幕
府
の
命

に
よ
り
開
港
を
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
当
時
、
港
と
街

は
一
体
で
あ
り
、
と
も
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
発
展
し

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
港
ま
ち
の
賑
わ
い
や
活

力
が
そ
の
頃
の
錦
絵
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
。

　
そ
の
後
、
港
は
国
の
発
展
を
支
え
る
基
幹
産
業
を
臨

海
部
に
立
地
さ
せ
、
工
業
港
的
な
性
格
も
併
せ
持
つ
よ

う
に
な
る
。
鶴
見
・
神
奈
川
の
臨
海
部
の
埋
立
、
根
岸

湾
の
埋
立
は
、
各
々
の
時
代
の
社
会
、
経
済
的
要
請
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
今
日
、
わ
が
国
の
繁
栄
の

一
助
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
然
海
岸
線
埋
立
は
、
海
か
ら
、

港
か
ら
市
民
を
遠
ざ
け
、
横
浜
市
民
の
意
識
の
う
え
か

ら
も
港
や
海
は
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
な
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
方
、
近
年
、
港
湾
を
取
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

は
じ
め
に

計
画
の
背
景

計
画
の
概
要

管
理
・
運
営
方
策
等
の
課
題

お
わ
り
に計

画
の
背
景

し
つ
つ
あ
り
、
横
浜
の
よ
う
に
都
市
と
港
が
重
合
し
て

い
る
大
都
市
港
湾
に
あ
っ
て
は
、
港
は
単
に
「
物
流
」

や
「
生
産
」
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
「
生
活
」
。

　
「
文
化
」
に
係
る
機
能
を
積
極
的
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
機
能
が
調
和
よ
く
組
合
わ
さ
っ
て

相
互
に
連
携
し
合
い
、
全
体
と
し
て
、
高
度
な
機
能
を

発
揮
で
き
る
総
合
的
な
港
湾
空
間
を
創
造
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
公
共
、
民
間
を
問
わ
ず
、

海
洋
空
間
の
有
効
利
用
の
諸
構
想
の
検
討
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
海
に
対
す
る
新
た
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
は
、
海
が
本
来
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
流
、

産
業
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
「
う
る
お
い
と
ゆ
と
り
」

の
あ
る
空
間
と
し
て
の
海
を
舞
台
に
、
豊
か
な
社
会
を

創
造
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
-
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
へ
の
対
応

　
い
ま
、
海
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
、
長
い
海
岸
線
を
有
す
る
わ

が
国
に
お
い
て
、
海
は
物
流
・
産
業
・
生
活
・
文
化
の

場
あ
る
い
は
対
象
と
し
て
、
人
々
と
深
い
関
わ
り
を
持

っ
て
き
た
。

　
わ
が
国
の
経
済
が
、
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
二
度
の

石
油
危
機
を
経
て
安
定
成
長
期
へ
移
行
す
る
過
程
で
、

国
民
生
活
は
、
生
活
水
準
の
向
上
、
労
働
時
間
の
短
縮

等
大
き
な
変
化
を
遂
げ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
国
民
の
価
値

観
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
量
的
な
充
実
か
ら

質
的
な
充
実
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

い
わ
ば
、
心
の
豊
か
さ
や
、
ゆ
と
り
の
あ
る
個
性
的
・

創
造
的
な
生
活
に
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
支
え
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
量
的

・
質
的
に
一
層
の
増
大
、
多
様
化
が
見
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
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こ
の
よ
う
な
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
の
で
き

る
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
化
し
て
き
て
い

る
。
海
上
や
海
中
で
の
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
等
の
ス
ポ
ー
ツ
性
の
も
の
か
ら
、
海
の

眺
め
、
波
の
音
、
潮
の
香
を
求
め
る
等
の
休
養
・
散
策

ま
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
関
心
が
高
く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
言
え

る
。

　
横
浜
港
に
お
い
て
も
、
今
後
、
著
し
い
伸
長
が
見
込

ま
れ
て
い
る
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
積
極

的
に
対
応
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

②
-
放
置
艇
対
策

　
横
浜
港
の
港
湾
整
備
の
基
本
方
針
の
一
つ
と
し
て
、

市
民
と
海
・
港
と
の
結
び
っ
き
を
強
化
す
る
施
策
を
掲

げ
て
お
り
、
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
基

盤
整
備
を
公
共
の
手
で
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
特
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
基
地
と
な

る
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
、
マ
リ
ー
ナ
等
は
民
間
の
手
で
整

備
さ
て
き
て
は
い
る
が
、
そ
の
収
容
能
力
は
需
要
の
三

割
弱
を
満
た
す
に
過
ぎ
ず
、
大
部
分
が
横
浜
港
内
の
運

河
や
河
口
部
に
無
断
で
係
留
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

あ
る
。
（
図
―
１
参
照
）

　
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
十
分
な
管
理
が
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
出
水
時
に
艇
が
流
さ
れ
た
り
、
護
岸
や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
な
ど
か
ら
係
留
索
（
も
や
い
）
を
取
り
、
公
共
物

港内けい留プレジャーボート位置図図‐１を
破
損
さ
せ
た
り
、
ま
た
、
活
動
時
に
は
、
本
船
航
路

を
横
切
る
な
ど
船
舶
の
安
全
航
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
な

ど
の
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
港
湾
や
河
川
の
利

用
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
や
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の

特
別
な
航
行
規
則
や
セ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
活
動
水
域
の

確
保
な
ど
の
検
討
が
必
要
と
な
る
一
方
、
放
置
艇
の
受

皿
と
し
て
の
マ
リ
ー
ナ
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

計
画
の
概
要

　
金
沢
地
区
の
木
材
港
は
昭
和
四
十
年
代
、
そ
れ
ま
で

新
山
下
地
区
に
あ
っ
た
原
木
取
扱
い
の
港
湾
施
設
を
移

転
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ

貯
木
・
整
理
水
面
は
昭
和
五
十
二
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て

原
木
取
扱
量
が
年
々
減
少
し
、
こ
こ
五
年
間
は
取
扱
量

ゼ
ロ
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
横
浜
港
で
の

木
材
取
扱
い
は
原
地
で
製
材
加
工
さ
れ
た
も
の
が
コ
ン

テ
ナ
で
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
原
木
を
取
扱
う
貯
木
・
整

理
水
面
は
今
後
、
必
要
な
く
な
る
も
の
と
予
想
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
遊
休
化
し
て
い
る
金
沢
木
材
港
の

貯
木
・
整
理
水
面
を
活
用
し
、
マ
リ
ー
ナ
を
中
心
と
し

た
大
規
模
な
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
整
備

を
計
画
し
た
。
（
図
－
２
参
照
）

①
-
導
入
施
設

　
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
新
し
い
海
の
活
動
・
文
化

を
展
開
す
る
新
し
い
マ
リ
ー
ナ
」
と
し
、
次
の
ア
イ
ウ

を
基
本
的
な
導
入
施
設
と
し
た
。

ア
総
合
的
な
利
用
の
で
き
る
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

　
ク
ル
ー
ザ
ー
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
が
金

沢
地
区
前
面
海
域
を
中
心
と
し
た
海
域
で
、
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
や
釣
な
ど
の
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
拠

点
と
し
、
ま
た
、
子
供
、
家
族
づ
れ
な
ど
一
般
の
市
民

が
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
る
機
会
を
提
供
す
る
ヨ
ッ
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ト
ハ
ー
バ
ー
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
東
京
湾
内
外
の
長
距
離
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の

拠
点
港
、
中
継
港
、
あ
る
い
は
海
上
バ
ス
、
水
上
遊
覧

な
ど
の
拠
点
港
と
す
る
。

図‐２　マリーナ計画位置図

イ
海
洋
・
親
水
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
施
設

　
海
洋
レ
ク
ビ
ギ
ナ
ー
の
た
め
の
指
導
・
体
験
あ
る
い

は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
施
設
（
マ
リ
ン
ス
ク
ー
ル
）
や
、

海
洋
レ
ク
活
動
の
マ
ナ
ー
の
普
及
や
文
化
醸
成
の
た
め

の
研
修
施
設
が
中
核
と
な
る
。
ま
た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
な
ど
の
海
洋
レ
ク
の
た
め
の
用
具
の
貸
出
、
販
売

施
設
や
週
末
を
こ
の
地
に
滞
在
し
て
過
ご
す
た
め
の
宿

泊
施
設
も
入
る
。

図‐３　施設複合化による新しいマリーナの創出

ウ
海
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
し
い
文
化
・
交
流
を
生
む

集
客
施
設

　
多
く
の
人
が
そ
こ
の
場
所
に
滞
留
し
、
交
流
が
で
き

る
集
客
力
の
あ
る
施
設
で
あ
り
、
水
際
線
の
ア
メ
ニ
テ

ィ
の
高
い
高
質
空
間
を
必
要
と
す
る
施
設
で
あ
る
。
ホ

ー
ル
、
観
劇
施
設
、
ス
タ
ジ
オ
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
な
ど

市
民
の
た
め
の
多
目
的
施
設
と
し
、
文
化
性
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
施
設
を
導
入
す
る
。
（
図
-
３
、
４
）

図‐４　新しいマリーナの施設コンプレックスイメージ
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②
-
土
地
利
用
計
画

　
土
地
利
用
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
ア
メ
ニ
テ
ィ

利
便
性
、
機
能
性
に
配
慮
し
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
機
能

用
地
、
緑
地
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
親
水
空
間
の
十
分

な
確
保
に
よ
り
、
空
間
の
高
質
化
を
目
指
す
。
ま
た
、

水
際
線
を
極
力
開
放
し
て
、
一
般
市
民
が
い
つ
で
も
散

策
や
眺
望
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
車
、

徒
歩
あ
る
い
は
海
か
ら
と
多
様
な
ア
ク
セ
ス
の
確
保
に

対
応
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
考
え
を
基
に
一
つ
の
構
想
図
を
示
す
。

（
写
真
－
１
、
図
－
５
）

写真‐１　マリーナ完成予想図

図‐５　金沢マリーナ構想図
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四

管
理
・
運
営
方
策
等
の
課
題

①
-
親
水
・
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
安
全
管
理

　
東
京
湾
、
と
り
わ
け
横
浜
港
の
沖
合
と
い
う
高
密
利

用
海
域
で
の
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
導
入
に

お
い
て
は
、
船
舶
航
行
を
中
心
と
し
た
既
存
の
海
面
利

用
と
の
競
合
を
回
避
す
る
方
策
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
海
洋
レ
ク
の
展
開
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、

海
面
の
利
用
調
整
や
海
洋
レ
ク
の
安
全
確
保
が
条
件
と

な
る
。

ア
海
面
の
利
用
調
整

　
金
沢
沖
合
三
㎞
以
上
で
は
一
万
ト
ン
以
上
の
大
型
船

の
航
行
が
頻
繁
で
あ
り
、
沖
合
一
～
二
㎞
の
海
域
で
は

漁
船
及
び
小
型
船
の
航
行
、
ま
た
停
泊
船
が
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
沖
合
一
・
五
㎞
ま
で
の

海
域
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
と
し
た
海
洋
レ
ク
活
動
を
指

導
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
漁
業
活
動
と
の
競
合
に
つ
い
て
は
、
利
用
時
間

帯
、
曜
日
、
季
節
等
の
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
特

に
福
浦
前
面
、
海
の
公
園
付
近
に
は
、
の
り
ひ
び
（
九

月
～
三
月
）
が
あ
り
、
こ
の
水
域
を
避
け
た
活
動
が
要

求
さ
れ
る
。

イ
海
洋
レ
ク
の
安
全
確
保

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
海
難
事
故
の
六
割
は
機
関
故

障
や
転
覆
、
衝
突
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
気
象
・

海
象
状
況
の
不
注
意
、
基
礎
的
な
操
船
ミ
ス
、
機
関
取

扱
の
ミ
ス
な
ど
基
本
的
な
事
項
に
係
わ
る
も
の
が
大
部

分
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
海
事
教
育
の
徹
底
、
技
能
の
習
熟
や
適
切

な
情
報
の
提
供
、
整
備
の
徹
底
等
が
重
要
な
課
題
と
な

る
。

場
の
整
備
は
施
設
の
事
業
運
営
主
体
で
負
担
す
る
な
ど

　
「
財
政
負
担
の
軽
減
」
、
あ
る
い
は
、
施
設
の
建
設
事

業
運
営
は
民
間
活
力
の
導
入
を
可
能
な
限
り
行
う
な
ど

　
「
サ
ー
ビ
ス
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
」
な
ど
を
中
心

に
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

②
-
事
業
運
営
の
課
題

　
金
沢
木
材
港
の
再
開
発
は
、
ハ
イ
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間

形
成
の
誘
導
や
放
置
艇
収
容
に
よ
る
水
環
境
の
整
備
、

市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
場
の
提

供
な
ど
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の

整
備
と
い
っ
た
性
格
を
持
た
せ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
公
共
の
投
資
に
よ
り
快
適
空
間
の
基
盤

整
備
を
行
い
、
民
間
企
業
の
参
加
を
誘
導
し
、
公
民
共

同
に
よ
る
事
業
運
営
の
可
能
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
事
業
の
基
本
的
条
件
と
し
て
は
、
基
盤
整
備
（
土
地

造
成
、
護
岸
整
備
、
外
郭
施
設
整
備
）
は
市
が
行
い
、

土
地
も
市
が
保
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る

　
「
公
共
性
の
確
保
」
、
敷
地
内
の
道
路
、
緑
地
、
駐
車

　
横
浜
は
東
京
湾
の
水
際
線
の
中
で
最
も
変
化
に
富
み
、

首
都
圏
に
直
結
す
る
位
置
に
あ
っ
て
、
豊
か
な
水
辺
空

間
を
形
成
し
う
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。

　
金
沢
木
材
港
マ
リ
ー
ナ
は
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
港

湾
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
演
ず
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
、
都
市
の
身
近
な
生
活
の
中

に
溶
け
込
ん
だ
新
し
い
形
の
マ
リ
ー
ナ
を
創
出
す
る
可

能
性
を
も
秘
め
て
い
る
。
そ
し
て
根
底
に
あ
る
海
洋
性

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
健
全
な
発
展
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
共
有
の
財
産
で
あ
る

海
を
美
し
く
保
ち
、
き
れ
い
な
海
を
つ
く
ろ
う
と
努
力

す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
〈
港
湾
局
企
画
課
課
長
補
佐
計
画
第
一
係
長
〉

調査季報9888.647
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